



























るまで、実に様々な側面からイスラーム社会と砂糖の関わりが描かれている。本書の第一の特徴は 著者のこれまでの仕事と同様、徹底的に一次史料 基づく姿勢であろう。医学書や料理書など史料としてあまり使われることのないジャンルの文献も幅広く用いられている。もう 点特筆すべきのが、具体性に だわった叙述である。圧巻とも言えるのが砂糖きび栽培と砂糖精製の記述であり、表紙を飾る謎の素焼き 壺もあいまって、読者を何百年も昔 砂糖精製の現場へと誘ってくれるだろう。
病魔に冒された後も、著者がイスラーム


















































るために史料批判が可能であり、一次史料としての価値を持つと述べる。バラーズリー自身「これらの情報を適当に簡略化し、さらにばらば 筋の通っ 話にして読者に伝え」た（第一巻三頁）と記すように 彼は の判断に基づいて伝承を取捨選択 ている。こうした の方法は、バラーズ が優れた歴史家であると同時に、伝承学にも精通してい ことを示していよう。
本書の叙述は伝承を序列化し、信頼性の













含む序論に続き、第一部では、 「四人の始祖」の標題のもとに オスマン王朝 起源を示す系譜や伝承の展開が扱われる。著者は特に、トルコ系オグズ族に伝わるオグズ伝承に基づく始祖伝承と、旧約聖書に基づく始祖伝承の二つに注目する。そしてまず、オグズ伝承 いて、一五世紀 おけるカユ説とギョク説が併存した事を明らかにする。また次に、一五世紀後半以降、旧約聖書に端を発する伝 に基づく始祖ヤペテ説と始祖エサウ の展開を論じた後にカユ説とエサウ説それぞれの勝利、カユと
エサウの同一視が一六世紀に起った事、その背景や、その後の展開などについて議論する。
第二部では、 「二つの王朝」の標題のも

















賞」では、個々の 絵画に焦点を当て、画家による画面構成の方法と場面設定の工夫について考察される。著者はまず 画面構成を「立面図画面」 、 「並列画面」 、 「俯瞰図画面」 分類しているのだが、こうした観点を導入することは従来のイスラーム画史研究においてもなされておらず、示唆に富む。次に、ある場面の場所と時間を絵画空間に表す際 、画家がどのような工夫を行ったのかを考察する。そのうえで、イスラームの写本絵画の大きな特徴である、絵画の枠外へのはみ出しと細部表現 変遷を、萌芽期である一三世紀からサファヴィー朝時代まで、作品 即 て跡付けている。一一一枚ものカラー図版と、著者によるディスクリプションの深さに引き込ま
れて、読者はイスラーム写本絵画の鑑賞方法を知ると同時に、その楽しさを味わうことができる。その一方で、著者は写本の巻頭口絵にも着目し、それがど ような意図を持って描かれたのかをも考察している。
第二部の最終章では、イル・ハーン朝時













ほど使う機会はないが愛着を感じている文献資料というものを一つや二つは持っているものである。そういった自家薬篭中の資料ないし ジャンルについて、一〇人の研究者が論文という形で自身の思いの丈を文章にし、それらを一冊にまとめたの 本書である。本来の企画 しては、編者曰く、 「日本イスラム協会の創立五〇周年記念事業の一環として
 ～中略～
 イスラーム
研究に携わってきた会員に、その研究の資料としてきた作品を研究者よりはもう少し広い読者層 紹介し もらうこと」 （ｉ頁）を狙った いう。しかし本書は一言で形容すれば「硬派な」論文集であり、一般の読者が通読することはなかな 難しいかもれない。冒頭から読むこと こだわらず読者自身 興味をひかれた論文から読むことをお勧めする。
本書は全一〇章から成り、各章は一論文






イスラーム法の規範と柔軟性」 、 ︻第七章︼堀井聡江「ムハンマド・カドリー『ムルシド・アル＝ハイラーン』――イスラーム法学の近代」 、 ︻第八章︼佐々木紳「ナ ムク・ケマル『祖国あるいはスィリストレ』――一九世紀オスマン帝国の愛国的戯曲をめぐって」 、 ︻第九章︼山崎和美「 『セディーゲ・ドウラターバーディー作品集』――女子教育推進に尽力した近代イランの女性知識人と社会の反応」 、 ︻第一〇章︼齋藤剛「ムフタール・スースィー『治癒をもたらす妙薬』 ―モロッコ南部ベルベル人とイスラーム的 の伝統」 。各論文の内容は副題を見れば何となく察することができるようになっている。いずれも情報量が多く示唆に富んでいる。資料に馴染みのない他分野の研究者 と こそ有益であろう。
言うまでもないが、ムスリムが七世紀以


















感を覚えるムスリム 実践が描かれる。あえて学校制度の外にあるマドラサに通うムスリムがいる一方で、公的な学校制度を補う学びの場として「モティベーション・セミナー」が参加者を集めるなど、伝統的な学びの要素は現在のイスラー 学習の かにさまざま形で継承されている。
結論では、イスラームの学びの文化は近













とウルドゥー語出版の広がりという観点から考察し、パキスタンという国家のアイデンティティとは何か、同国におけるウルドゥー語の役割 さら はイスラーム復興がパキスタンにおいてどのように展開してきた かという三点の問いを立てて論じている。以下では構成 沿っ 簡単に内容を紹介する。
第Ⅰ部の第一章・第二章ではパキスタン





アーン注釈書（タフスィール）を記した人物であるマウドゥーディーの生涯について第六章 触れた後、第七章において彼によって三〇年をかけて執筆されたウルドゥー語のタフスィール『クルアーン 理解』の出版状況について明らかにし 後、その内容の分析を通じて執筆意図と対象者などについて多角的に論じている。
本書全体を通じて、出版活動が急速に拡
















ジハードの概念とアルカイダの出現、 「反テロ戦争」時代における宗派対立や国家に捉われないイスラーム武装組織の設立という現象が、宗教の国際化として概括される。第二部『イスラーム政治の原点』で筆者はイスラーム政治発展の背景として、イラン革命、アフガニスタンでの闘争やサウディアラビアの内包する課題、絶え間なく続く中東での戦乱から生ま たイスラーム組織の台頭の事例を扱 。第三部『グローバル化の中のラジカリズム』では、九・一一以後の西洋の反イスラーム感情の昂揚と、その問題に対し宗教共存や西欧在住のムスリム思想家による両者の価値観 調和の試みが紹介される。第四部『二一世紀の国際社会とイスラーム』は「ア ブ 春」後の中東政治の混迷の状況、特に民主化革命下で、それに伴うイスラーム復興が否定されるジレンマについて 各地の具体的事例を踏まえつつ考察する。その上で現在の国際社会におけるイスラーム政治の位置づけや新たな現象を分析し、武力衝突ではない共存の思想の受容が、将来 世界 安定に不可欠であるとの問題提起を行う。
これまでイスラーム復興に関する著作を
多数発表してきた筆者の手によ 本書では、イスラーム法解釈の歴史的変容から現代の武装闘争、イスラーム金融、性や生命倫理、インターネットの普及に至るまで幅広い題材が取り扱われる。その全てをここで紹介することは出来ないが、いずれの個別事例も背後の思想分析を土台としつつ、特定の分野や地域に捉われない有益な示唆





































わゆる「アラブの春」は、翌年、エジプトのムバーラク大統領を倒し、瞬く間にアラブ世界に広がった。そのことの背景にはアラブ世界の共通言語であるアラビア語の存在と、同時 、ア ビア語 衛星放送などのメディアが大きな役割を果たしたことがあると指摘されている。
本書は、著者が「この地域のメディアに






















レーン、サウジアラビア、モロッコの五か国が取り上げられ、 「アラブの春」の契機となったチュニジアでの事件、およびエジプトのタハリ ル広場における性的暴行事件などから読み れるジェンダーの問題（第一章） 、各国の女性たちの経済状況や教育レベル の統計的なデータの比較・検討（第二章） 、 「アラブの春」以前の女性たちによるフェミニズム運動やジェ ダー政策（第三章、第四章） 、さ に「アラブの春」以降の女性に対する暴力やジェンダー政策の変化など、各国の女性たちをめぐるさまざまな経験（第五章から第六章）を論じている。
多様な現象について国家、 「イスラー
ム」 、女性たちのエイジェンシーを軸にして議論が進められている。 「アラブの春」で政変が起きたか否かにかかわらず、各国は変化を求められた。男性中心の国家運営において、いかに女性の地位を規定するのか、ジェンダーとイスラームの問題にどう折り合いをつけるの などの問題に直面したのだ。アラブ社会における たちの公的領域への進出が、男性たちに「男性性危機」と捉えられ、女性への暴力へとつながることもあった そんな中、女性たちは西欧世界で目指され ような「女性解放」とは必ずしも軌を一にしない 国家や宗教への抵抗、あ いは受容という多様 形で、そ エイジェンシー 発揮 たとう。
カンディヨティの「アラブの春」後を
「従来通りの家父長制のみでとらえるにはあまりにも単純すぎる」との議論を本書の多様な女性たちの経験が裏付けている。今後、これらの経験が、ジェンダー諸理 にどう影響を与えるのかに注目していきたい。 「アラブの春」を多様な視点から捉えたいとい 方にお勧めしたい。
　














宗派上の問題に焦点が当てられる。関論攷はイベリア半島か 追放され ユダヤ人、コンベルソ、マラーノの足跡、守川 はサファヴィー朝のイラン人カトリック信徒とシーア派ムスリムという二人の改宗者の旅と信仰の変化、および信仰を巡る葛藤を描き出す。これに対し、モリスコのハジャリーを取り上げた佐藤論攷では ハジャリーがムスリムの地に旅した際にキリスト教徒と間違われるなど、同じ でありながら現地人から向けられる疑いの目に困惑する様子が浮き彫 にされる。
藤井、神崎、森本論攷では旅行者自身の

















と中央アジアの双方における法文化を比較し、両者の間には多くの類似点が存在すると指摘する。第二章塩谷論文は、イスファンディヤール・ハンが発した勅令の写しである三八九四文書を用いてヒヴァ・ハン国における国有地の払い下げの実態を明らかにする。第 章野田論文は、ロシ イリ占領期 残されたイリ地方官房文書を用いることで、遊牧民がもつ「慣習法（
adat ） 」
の一九世紀後半における運用の実態 考察する。第四章磯貝真澄論文は、オレンブルグ・ムスリム宗務協議会で作成された文書を中心的に分析し、一九世紀後半のヴォルガ・ウラル地域におけるムスリムの間で行われた遺産分割 かか 諸問題の法的・行政的処理を考察する。第五章磯貝健一論文は、カーディーが審理終了後 発行する「タズキラ」を呼ばれた審理記録を中心に分析することによって、ロシア統治下のトルキスタンにおける裁判関連文書の作成システムを論じ 。第六章矢島論文は、トルキスタン総督府管轄地域 導入された上訴と審級制度がもった意味について考察することで、これらが検事監督制度として機能し、現地社会におけるカーディーおよびイスラーム法の権威の低下 招いたと結論する。
第七章近藤論文および第八章桑原論文
は、ロシア統治下にはない地域を扱うことで比較の視点を提供する。前者では、一九世紀末のアミール・アブドッ＝ラフマーン・ハーンによる フガニ タン おける司法






















メンの移動」では、一九世紀前半のヒヴァ・ハンたちが実施した灌漑事業の背景を解明し、ハン国政権と遊牧勢力ト クメンとの関係の変化を明らかにする。こうした作業 踏まえ 第二章以降 一八七三年同政権のロシア帝国による征服・保護国化以降の状況を扱う。第二章「帝政ロシアのアムダリヤ流転計画とヒヴァ・ハン国」では、ロシアによって計画・実施された灌漑事業に着目し、それらの現地社会への影響について考察する。第三章「ハンと企業家――ラウザー ン農園の成立と終焉一九一三―一九一五年」 ・第四章「帝政末期アムダリヤの水利権をめぐ ロシア＝ヒ
ヴァ・ハン国関係」は、宮廷貴族アンドロニコフ公をはじめとするロシア人企業家がハン国政府とともに計画した灌漑事業を取り上げ、事業推進の目的 過程を明らかにする。
本論における精緻かつ丹念な考察を踏ま

















ア帝国下のヴォルガ・ウラル地域のムスリム社会における新方式教育課程を扱った七章、ハプスブルク帝国下ボスニアの進歩的ムスリ を扱う八章を配し、 の問題が国境線を越えて検討され 。また、四章では印刷メディアの普及する帝都イスタンブルにおける新聞の読者層と読まれる場に検討が加えられ、九 では帝国内外の多言語的な出版と言論のネットワークが論じられるなど、教育と不可分な出版の問題も、知の伝達を扱う本書 奥行きを与えている。終章では、オスマン・ハプスブルク・ロシアという三帝国の教育文化が緩やかな纏まりとして論じられる。
本書は近代オスマン史の比較的若い世代









































創成者ティムールの家系・生年・出生地、出身地のチャガタイ・ウルスの情勢 述べられ、ティムールの政権形成の過程が、彼を含む「チャガタイ・アミール」 動向、東方のモグール・ウルスとの関係、チンギス裔のハーン擁立、チャガタイ家の王女との婚姻によるキュレゲン（女婿） 地位の獲得、アミール達の反乱を通して描かれ

































が進めたシーア派宗教 育システムの大規模な改革は、国是である「法学者の統治」の国内外への浸透・拡大という政治的な意図の下に進められてき 。その目的を果たすために、この の中では、公教育における新 な宗教教育カリキュラムの導入や、宗教学院 制度改革や多数の女子学院の設立、さらには と人文社会系科目を織り交ぜた独自 教育を掲げて設立されたアル＝ムスタファー大学の世界各国への進出や留学生獲得運動など 多様 施策が新たに進められることになる。そしてその結果、国内の女性や国外のシーア派信徒らに宗教的な高等教育 機会が新た 提供され、国内外での宗教 子学生の増加や彼女らの社会進出、さらにアル＝ムスタファー大学の 先と った国外 諸地域でのシーア派教育 普及・拡大が促さことになる。著者は改革で得 れ こうした成果が、内外のシーア派信徒に対するイランの宗教都市ゴムの影響力 拡大に資す
るものとなっていると論じている。
以上が本書のあらましである。 「法学者












ラーム――「単なる教義や規範の体系としてではなく、民衆の素朴な信仰を取り込み、また彼らの生活 支えとなってきたイスラー ム（三頁） 」 の姿を、スーフィー教団の歴史と現状を通して描き出すことであると説明される。すなわち本書は、イスラ ムは厳格な一神教で規律・規範重視の宗教であるという認識を補い、また、思想を中心とした神秘主義運動であるスーフィズムは一三 ・ 一四世紀以降には大衆化してその活力を失った、 いう古典的理解を改めんとするものである。筆者が属する「スーフィズム・聖者信仰研究会」は、一九九〇年代からこのような方向性を打ち出して活動 続けており、学界内ではすでに一定の成果を上げ いると言ってよい。そのような動向を踏まえ 一般向け書籍は、同研究会 に基づく、赤堀雅幸編『民衆のイスラーム』 （山川出版社二〇〇八年）以来であろう。
本書では、スーフィズムの初期史を扱う
一章を除き、筆者が研究対象としてきたエジプトのスーフィー教団 事例が扱われている。エジプトは中世以来ムスリムの政治的・宗教的中心地の一つであり、現代もスーフィー教団の活動が認められる地域もあるため、記述に一貫性をもたらす適切な地域設定である。第二 では、オスマン































における社会運動とインターネットとの関連に関する議論まで、イスラーム地域とＩＣＴとの関わりを包括的に知ることができる書籍となってい 。第一章では、アラビア語の入力・表示などの技術 な背景および、各国におけるインターネットの導入・普及の状況と政府や当局によ 規制などに関して述べられている。第二章では、インターネット上におけるイスラームの宗教的活動につい 論じ 特 、サイバー攻撃による、ネットワーク上のテロ行為に関して焦点が当てられてい 。第三章では、社会運 おけるインターネット関わりに関して論じられている。特に、一連の「アラブの春」の きにおけるソーシャルネットワークの貢献に関し 再検証が行われている。第四章では、第三章を受 、大きな社会運動に繋がる要因 、さらに深い議論が行われている。伝統的メディアの影響力、携帯電話のメッセージサービスの役割、メディア・リテラシー問題について特に論じられている。
本書で最も目を引く議論は、一連の「ア
ラブの春」運動の展開におけ ソーシャルネットワークの貢献に関する従来の認識に対して、疑義を唱えているところにあ本書によると、デモ 参加者層とインターネットのユーザ層の不一致や、現地の住民によるＳＮＳ利用方法と欧米へ 移民によるそれとのギャップなどを指摘することで、 「アラブの春」 おけるソーシャルネットワークの貢献は、補助的なものに過ぎないと結論づけている。
他にも、イスラーム系ウェブサイトの展
















を見ると、飛行機や鉄道の発達し いない前近代に、何故こんなに長い距離を長い時間をかけて旅を出来たの 不思議に思う。それを解き明かしてくれるのが以下 四章である。
第一章では、二人の旅のきっかけや動
機、旅程の紹介 通じて、長旅を可能にした前近代イスラーム社会の人々の心理的背景が、第二章では長旅 物理的に可能にした前近代の交通事情と、旅路を物理的・精神的に支え 、旅人を手厚くもてなすアラブの社会慣行 説明される。第三章では、彼らの旅を現代まで伝える媒体、即ちリフラ文学（巡礼紀行文文学）がどのような史料であるのか紹介される。それは、巡礼体験と各地の著名な学者や学校の詳細な情報が描かれた、マグリブ独自の 学ジャンルである。二人の旅行記もリフラ文学 形式を持ち、旅の手引書として多くの巡礼者や学問を志す人々に利用された。第四章では二人が旅先の様子をどう描いた 、彼らの他者認識の在り方が説明される。それは二人の育った環境や時代、生立ちと不可分である。
本書は「旅」を通じて前近代イスラーム










































一二五八年）の第二代カリフであり、王朝の実質的な創建者であるマンスー ル（七一三？～七七五年）の生涯を書く。アッバース朝の君主としては、 『千夜一夜物語』にも登場し、王朝の最盛期を代表する第五代カリフ、ハールーン・アッラシド（在位七八六～八〇九年）が有名だが新都バグダードの建設や、中央集権化に基づく国家体制を整えたマン ールは、その後の西アジアの歴史、ひいては世界史の流れを大き 変えた君主だと言うことができよう。本書の特徴は、このマンスールの生涯を、誕生の一〇〇年ほど前に遡り、預言者ムハンマドが没した直後からウ イヤ朝（六六一～七五〇年）期の混乱状態を経て、アッバース朝革命に至る政治状況にも多くを割いていることと、マンスールの治世前半に相当する、即位後の約一〇年に焦点を
当てていることである。相次ぐ反乱や勢力関係を一つ一つ丁寧にたどることで、初期の複雑な権力構造と政治的状況のなかで彼が覇権を確立するまでを分かりやすく描く。叔父や功臣の抹殺といった出来事は冷酷無残といった印象を与え ものの、豊富な逸話によって、知略に長けた非常に有能な君主という像が浮かび上が 。
さらに、本書は単なる君主伝というだけ






























にオスマン帝国のアダナ州で発生したアダナ事件を中心にオスマン帝国末期のアダナ州におけるアルメニア人社会とムスリム社会との関係を扱ったものである。アダナ事件は、アルメニア人の歴史家たちが第一次世界大戦中にオスマン帝国下で発生した「アルメニア人大虐殺」問題を考える上で必要不可欠な事象であると主張してきたことでその名が知られているわりに、事件発生要因に関しては謎が多 ままである。日本でも、設樂國廣「オスマン帝国におけるイスラム 民衆――青年トルコ人革命期を中心として」 （ 『史潮』一八 一九八五年六八―八三頁）など 部分的に事 を紹介したものもあるが、事件に正面から切り込んだのは本書が初めてとなる。
著者自身が分析上の視座として明確に主
張している 、従来のアルメニア人の研





















マド・アリーをもってエジプトの近代会の始まりとするかについては議論がある。しかし、彼が行った施策によりオスマン朝時代を通して継続されたマムルーク勢力によるエジプト支配に終焉をもたらし、富 強兵を目的に「エジプト」という国家的枠組みや国民意識 形成し、エジプトを地域として統合す 萌芽となったこ は明らかである。その意味でエジプトという地域内社会と、広く東地中海世界のパワーバランスに影響を与えたことは明白である。
ムハンマド・アリーの近代化政策の最終
的な目標は富国強兵であり、それをサポートする自立的経済の確立とそれに伴う工業化の達成であった。そ 目標に向け彼が行った政策の柱として、第二章 は農業改革と農地 国有化、第三章では行政改革と兵制の近代 を取り上げる。特に第二章の農地の国有制をムハンマド・アリー 近代的政策の典型 する（三九―四〇頁） 。この政策では農民 耕作義務を明確にするために「私有権」の文脈で行い、 「所有権」に基づく国有制を採ったことが彼の政策の新しさであったとする。ただし、ヨーロッパの近代的な私有権とは本質的に異なることも指摘 ている。この問題 詳細につては、同著者の『私的土地所有権とエジプト社会』 （岩波書店一九九五年）も参照されたい。
農業、行政、税制の改革を通し、財源の
一元化、集約化は、先に述べたように工業化による富国強兵を目指すものであった。これらの政策の成果は、一八二四年のギリシア出兵、 八三一年、一八三九年 シリア戦争に現れる。しかし、その結果エジプトは国際社会の一部としてヨーロッパ列強の干渉にさらされ、一八四〇年のロンドン条約により、ムハンマド・アリーの拡張政策は頓挫する。 に、国内では農村 疲弊と反乱の発生、農地の国有制 工業国内産業の保護政策などが次々と破綻すなか、ムハンマド・アリーは一八四九年に死去する。
著者は最後に一九五二年の自由将校団に








































ミュンヘンの社会主義圏向け反共放送局「ラジオ・リバティ」に勤務した時代（一九七二―八四）を回想する。第五章のマルマラ大学教授時代からはかなり 録細かくなるが、その分単調な印象を受ける。一九九八年から現在まで 第六ステージは老いてなおテレビ出演や学術活動 勤しむ様子が伝えられ 。
以上駆け足で本書の内容を紹介したが、
六度というの やや大げさにしても、彼が研究者としての王道を歩んできたのではないことは確かである。こうした懐の広さはトルコ大学界の特徴の一つかも れない。むしろ第五章以前の亡命タタール人としての側面こそ、本書最大 ではないかと、同様の問題に関心を持つ評者に 感じられた。亡命者各個人に対するするナーディルの評価は手厳し ところもあ が、大戦後の彼らの活動と の内幕を追う上で重要な証言と言えるだろう。
